
【政策ごとの予算額】

政策名 番号 ②

会計 組織／勘定

一般会計 財務本省 40,943 43,595

一般会計 財務局 181,017 180,950

221,960 224,545

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

一般会計 財務本省 432,205 450,049

432,205 450,049

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

654,165 674,594

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

＜ ＞ の内数 ＜ ＞ の内数

政策評価調書（個別票）

予算執行の透明性の向上・適正な予算執行の確保
（千円）

予算科目

他に記載のある
個別票の番号

予算額

項 事項
７年度

当初予算額

一般会計

特別会計

８年度
概算要求額

政策評価の対象と
なっているもの

財政健全化推進費 適正な予算執行の確保に必要な経費

財務局業務費 適正な予算執行の確保に必要な経費

小　計

一般会計

特別会計

合　計

一般会計

特別会計

政策評価の対象と
なっていないが、
ある政策に属する
と整理できるもの

財政健全化推進費 会計センターに必要な経費

小　計



（財務省６政１－３） 

 

政策目標の内容及び

目標設定の考え方 

国の予算の執行の責任及び権限は各省各庁の長に委ねられていますが、財政当

局としても予算の執行が法令の定めに則り、かつ、経済的、効率的に行われるよ

う各省各庁への要請等を行っています。特に公共調達のあり方については、引き

続き入札及び契約の改善や随意契約の適正化を図る必要があり、そのための取組

を進めています。 

また、予算の質の向上・効率化を図るためには、国民への情報開示の充実など

により予算執行の透明性の向上を図るとともに、予算執行の実態を把握し、いわ

ゆるＰＤＣＡサイクルにおける、Ｃ（＝チェック）及びＡ（＝アクション）の機

能を強化する必要があります。 

 

上記の「政策目標」を達成するための「施策」 

 

政1-3-1：予算執行に関する情報開示の充実 

政1-3-2：円滑かつ効率的な予算執行の確保 

政1-3-3：予算執行調査の実施 

政1-3-4：各省各庁等に対する予算の適正かつ効率的な執行の確保のための要請等 

 

関連する内閣の基本方針 
○「行政の透明性向上のための予算執行等の在り方について」（平成25年６

月28日閣議決定） 

 

政策目標１－３についての評価結果 

政策目標についての評定 Ｓ 目標達成 

評定の理由 

（予算執行に関する情報開示の充実） 

府省庁のウェブサイトで定期的に開示している予算執行等に係る情報を、財務省のウェブ

サイトから閲覧できるようにし、情報開示の状況を定期的に確認することで、予算執行の透

明性の確保に努めました。 

 

（円滑かつ効率的な予算執行の確保） 

予算の執行に当たっては、円滑かつ効率的に予算執行がなされるよう努めるとともに、社

会情勢の変化等に伴う業務の複雑化・多様化、業務量の増加等へ対応するため、繰越事務の

更なる効率化の取組として、繰越申請様式の改定等を行いました。また、災害復旧・復興事

業に係る事故繰越事務手続の簡素化を引き続き行ったことに加え、令和６年能登半島地震か

らの復旧・復興を着実に進める観点から、昨年度に引き続き被災自治体等の実情に応じた繰

越事務手続の更なる事務負担軽減策を講じました。 

 

（予算執行調査の実施） 

令和６年度予算執行調査においては、予算が効率的かつ効果的に執行されるよう、調査の

○ 政策目標１－３：予算執行の透明性の向上・適正な予算執行の確保 



（財務省６政１－３） 

 

施策 政1-3-1：予算執行に関する情報開示の充実 

 

定性的な測定指標 

 ［主要］政1-3-1-B-1：定期的な予算執行に関する情報開示の確認 

 
（目標の内容） 

各府省庁の予算執行等に係る情報開示の状況を定期的に確認します。 

 

（目標の設定の根拠） 

「予算執行等に係る情報の公表等に関する指針」（平成25年６月28日内閣官房行政改革推進本部

事務局）に基づき、各府省庁において開示されている予算執行等に係る情報について、財務省ウェ

ブサイトから一元的に閲覧できる状態を維持するためです。 

 

目標の達成度 ○ 

実績及び 

目標の達成度の 

判定理由 

予算執行の透明性を確保する観点から、各府省庁のウェブサイトで定期的に開示してい

る予算執行等に係る情報を、各府省庁の協力のもと、財務省のウェブサイトから閲覧でき

るようにし、その開示状況を定期的に確認したことから、達成度は「○」としました。 

 

 

 

質の向上を図りつつ、着実に調査を実施し、調査結果や予算への反映状況を速やかに公表し

ました。 

（各省各庁等に対する予算の適正かつ効率的な執行の確保のための要請等） 

各省各庁等の予算の適正かつ効率的な執行を確保するため、文書による要請や各種会議・

研修を実施するとともに、各省各庁が令和５年度に締結した契約に関する統計を取りまとめ

て公表を行い、契約の透明性を高めるよう努めました。 

 

全ての施策について評定が「ｓ 目標達成」であるため、当該政策目標の評定は、上記の

とおり、「Ｓ 目標達成」としました。 

政策の分析 

（必要性・有効性・効率性等） 

予算執行の透明性の向上や適正な予算執行の確保は、次年度の予算編成等への反映にもつ

ながる必要な取組です。 

 予算執行調査の実施については、予算が効率的かつ効果的に執行されるよう、調査の質の

向上を図りつつ、着実に調査を実施し、その調査結果を令和７年度予算に的確に反映してい

ます。 

また、繰越事務手続については、更なる効率化を図る観点から、繰越申請様式の改定等を

行ったことに加え、被災自治体等の事務負担軽減を推進する観点から、災害復旧・復興事業

に係る事故繰越事務手続の簡素化を引き続き行うとともに、令和６年能登半島地震からの復

旧・復興を着実に進める観点から、昨年度に引き続き繰越申請に係る添付書類の定型化など、

被災自治体等の実情に応じた繰越事務手続の更なる事務負担軽減策を講じることなどによ

り、事務手続の効率化や予算の円滑な執行に資しており、有効性が認められると考えます。 



（財務省６政１－３） 

施策についての評定 ｓ 目標達成 

評定の理由 

各府省庁のウェブサイトで定期的に開示している予算執行等に係る情報を、財務省のウェ

ブサイトから閲覧できるようにしました。 

以上のとおり、測定指標が「○」であるため、当該施策の評定は、上記のとおり、「ｓ 目

標達成」としました。 

 

今回廃止した測定指標と

その理由 
該当なし 

参考指標 ○参考指標１「各府省の予算執行情報ポータルサイト」 

 

政１－３－１に係る参考情報 

 

参考指標１ 各府省の予算執行情報ポータルサイト 
（https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/portalsite.htm） 
 

 

施策 政1-3-2：円滑かつ効率的な予算執行の確保 

 

定性的な測定指標 

 ［主要］政1-3-2-B-1：円滑かつ効率的な予算執行の確保の取組 

 

（目標の内容） 

法令と予算との整合性等に留意の上、各省各庁において繰越制度等が活用されるよう取り組みま

す。 

 
（目標の設定の根拠） 

円滑かつ効率的な予算執行を確保するためです。 

 

目標の達成度 ○ 

実績及び 

目標の達成度の 

判定理由 

予算の執行に当たっては、円滑かつ迅速な執行が確保されるよう努めるとともに、社会

情勢の変化等に伴う業務の複雑化・多様化、業務量の増加等へ対応するため、繰越事務の

更なる効率化の取組として、繰越申請様式の改定等を行いました。 また、法令の定めに則

り、繰越明許費及び移流用を活用すること等によって、経済的、効率的に予算執行がなさ

れるよう努めました。 

被災自治体等の事務負担軽減を推進する観点から、災害復旧・復興事業に係る事故繰越

事務手続の簡素化を引き続き行ったことに加え、令和６年能登半島地震からの復旧・復興

を着実に進める観点から、昨年度に引き続き繰越申請に係る添付書類の定型化など、被災

自治体等の実情に応じた繰越事務手続の更なる事務負担軽減策を講じました。 

以上のことから、達成度は「○」としました。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/portalsite.htm


（財務省６政１－３） 

施策についての評定 ｓ 目標達成 

評定の理由 

予算の執行に当たっては、円滑かつ効率的に予算執行がなされるよう努めるとともに、災

害復旧・復興事業に係る事故繰越事務手続の簡素化等を行いました。 

以上のとおり、測定指標が「○」であるため、当該施策の評定は、上記のとおり、「ｓ 目

標達成」としました。 

 

今回廃止した測定指標と

その理由 
該当なし 

参考指標 該当なし 

 

施策 政1-3-3：予算執行調査の実施 

 

定性的な測定指標 

 ［主要］政1-3-3-B-1：予算執行調査の実施 

 
（目標の内容） 

予算執行調査を着実に実施し、調査結果や予算への反映状況を速やかに公表します。 

 
（目標の設定の根拠） 

予算執行の実態を把握し、予算の効率化が図られるようにするためです。 

 

目標の達成度 ○ 

実績及び 

目標の達成度の 

判定理由 

令和６年度については、予算が効率的かつ効果的に執行されるよう、専門家の知見の活

用や実地調査の実施など、調査の質の向上を図りつつ、31件の予算執行調査を実施しまし

た（参考指標１参照）。 

また、調査結果や予算への反映状況を速やかに公表したことから、達成度は「○」とし

ました。 

（ https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/budget_execution_audit/fy2024/hane

i/index.html） 

 

施策についての評定 ｓ 目標達成 

評定の理由 

予算が効率的かつ効果的に執行されるよう、調査の質の向上を図りつつ、着実に調査を実

施し、調査結果や予算への反映状況を速やかに公表しました。 

以上のとおり、測定指標が「○」であるため、当該施策の評定は、上記のとおり、「ｓ 目

標達成」としました。 

 

今回廃止した測定指標と

その理由 
該当なし 

参考指標 

○参考指標１「予算執行調査の実施件数及び反映額」 

○参考指標２「調査結果（令和６年６月）」 

○参考指標３「調査結果（令和６年10月）」 

○参考指標４「反映状況（令和７年１月）」 

 



（財務省６政１－３） 

政１－３－３に係る参考情報 

 

参考指標１ 予算執行調査の実施件数及び反映額                    （単位：件、億円） 

（出所）主計局司計課予算執行企画室調 

（注）翌年度予算への反映額の上段は歳出予算、下段は歳入予算への反映額である。 
 

参考指標２ 調査結果（令和６年６月） 
（https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/budget_execution_audit/fy2024/sy0606/index.html） 

 

参考指標３ 調査結果（令和６年10月） 
（https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/budget_execution_audit/fy2024/sy0610/index.html） 

 

参考指標４ 反映状況（令和７年１月） 
（https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/budget_execution_audit/fy2024/hanei/index.html） 

 

施策 政1-3-4：各省各庁等に対する予算の適正かつ効率的な執行の確保のための要請等 

 

定性的な測定指標 

 ［主要］政1-3-4-B-1：予算の適正かつ効率的な執行の確保のための要請等の実施 

 

（目標の内容） 

文書による要請及び会議・研修を実施します。 

また、各省各庁が締結した契約（少額随意契約等を除く。）について、統計を作成し、公表します。 

 
（目標の設定の根拠） 

各省各庁等の予算の適正かつ効率的な執行を確保するためです。 

 

目標の達成度 ○ 

実績及び 

目標の達成度の 

判定理由 

補助金等予算の執行に関する手続等について文書により通知するとともに、財務局等繰

越決算事務担当者会議や会計事務職員研修など、各種会議・研修を実施しました（参考指

標２参照）。また、契約の透明性を高めるため、各省各庁が令和５年度に締結した契約（少

額随意契約等を除く。）について、「契約金額及び件数に関する統計」及び「随意契約に

関する統計」を取りまとめて公表し、随意契約の適正化に努めたことから、達成度は「○」

としました。 

（ https://www.mof.go.jp/policy/budget/topics/public_purchase/20250331_tokei..pd

f） 

 

 

 

 

 

 

 

調査年度 令和２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

調査件数 37 39 39 30 31 

翌年度予算への 

反映額 

26 90 189 ９ 42 

－ － － － － 



（財務省６政１－３） 

施策についての評定 ｓ 目標達成 

評定の理由 

文書による要請や各種会議・研修を実施するとともに、各省各庁が令和５年度に締結した

契約について、「契約金額及び件数に関する統計」及び「随意契約に関する統計」を取りまと

めて公表しました。 

以上のとおり、測定指標が「○」であるため、当該施策の評定は、上記のとおり、「ｓ 目

標達成」としました。 

 

今回廃止した測定指標と

その理由 
該当なし 

参考指標 
○参考指標１「会計検査院決算検査報告に掲記された不当事項等の推移」 

○参考指標２「会計事務職員研修等の実績」 

 

政１－３－４に係る参考情報 
 
参考指標１ 会計検査院検査報告に掲記された不当事項等の推移           （単位：件） 

事  項  別  令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

A.不当事項 205 157 265 285 294 

B.意見表示又は処置要求事項 14 15 19 20 22 

C.会計検査院の指摘に基づき改善

処置を講じた事項（処置済事項） 
22 20 22 28 22 

（出所）主計局司計課調 
 
参考指標２ 会計事務職員研修等の実績                          （単位：名） 

研 修 名 

（対象職員） 
令和２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

会計事務職員研修 

（各府省庁等、都道府県） 

－  88 75 76 90 

100 99 111 100 122 

政府関係法人会計事務職員研修 

（政府関係法人） 
110 124 122 122 189 

会計事務職員契約管理研修 

（各府省庁等、都道府県、政府関係法

人） 

－  98 118 122 147 

予算担当職員初任者研修 

（各府省庁等） 
－  159 156 187 204 

会計監査事務職員研修 

（各府省庁等） 
129 111 131 36 31 

（出所）会計センター研修部調 
（注１）会計事務職員研修の上段は春季、下段は秋季の研修である。 
（注２）令和２年度の会計事務職員研修（春季）、会計事務職員契約管理研修及び予算担当職員初任者研修については、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大防止のため開催を中止した。 

 



（財務省６政１－３） 
 

評価結果の反映 

以下のとおり、上記の政策を引き続き実施します。 

 法令や予算との整合性等に留意し、円滑かつ効率的な予算執行の確保に努めま

す。 

 予算が効率的かつ効果的に執行されるよう、様々な視点から、より深度のある予

算執行調査を実施するとともに、予算執行に関する情報開示の充実、各府省庁等の

会計事務職員を対象とした会議・研修の効果的な実施及び随意契約の適正化に努め

ます。 

また、予算執行の透明性の向上・適正な予算執行の確保を図るため、予算執行状

況について調査の着実な実施等に取り組むために必要な経費の確保に努めます。  

 

財務省政策評価懇談会

における外部有識者の

意見 

該当なし 

 

政策評価を行う過程に

おいて使用した資料そ

の他の情報 

該当なし 

 

前年度の政策評価結果

の政策への反映状況 

 予算執行に関する情報開示を充実し、適正かつ効率的な予算執行を確保するた

め、引き続き、財務省ウェブサイトから各府省庁の予算執行に関する情報開示を閲

覧できるようにするとともに、法令及び予算に則った予算執行に係る各手続の適切

な審査や各府省庁等の会計事務職員を対象とした会議・研修等の効果的な実施、入

札契約の改善や随意契約の適正化の推進に努めました。また、予算執行調査につい

ては、専門家の知見の活用や実地調査の実施など、より深度のある調査を実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（財務省６政１－３） 

政策目標に係る予算額等 令和４年度 ５年度 ６年度 ７年度 
行政事業レビュー

に係る予算事業ID 

予算の 

状況 

当初予算 603,447千円 586,546千円 589,272千円 654,165千円  

 
（項）財政健全化推進

費 
418,339千円 410,707千円 412,164千円 473,148千円  

  （事項）適正な予

算執行の確保に必

要な経費 

42,983千円 43,207千円 43,052千円 40,943千円 
行政事業レビュー

の対象外 

（事項）会計セン

ターに必要な経費 

375,356千円 

（注１） 

367,500千円 

（注１） 

369,112千円 

（注１） 

432,205千円 

（注１） 
行政事業レビュー

の対象外 

 （項）財務局業務費 185,108千円 175,839千円 177,108千円 181,017千円  

  （事項）適正な予

算執行の確保に必

要な経費 

185,108千円 175,839千円 177,108千円 181,017千円 
行政事業レビュー

の対象外 

補正予算 △4,973千円 － △35千円   

繰 越 等 3,881,779千円 3,993,173千円 N.A.   

合  計 4,480,253千円 4,579,719千円 N.A.   

執 行 額 4,261,345千円 4,384,230千円 N.A.   

（概要） 

適正な予算執行の確保に必要な経費や会計センターに必要な経費として、各省庁の予算を執行するための

会計事務処理等に係る経費等 
（注１）政府情報システム関連予算（官庁会計システム（予算事業 ID:020140）、歳入金電子納付システム、会計業務電子決裁

基盤・証拠書類管理システム）は、デジタル庁所管（組織）デジタル庁に「（項）情報通信技術調達等適正・効率化

推進費」にて一括計上されているため、デジタル庁から移替された予算として「繰越等」に計上している。 

（注２）令和６年度「繰越等」、「執行額」等については、令和７年 11 月頃に確定するため、令和７年度実績評価書に掲載予

定。 

 

担当部局名 
主計局（総務課、司計課、法規課）、会計セ

ンター 
政策評価実施時期 令和７年６月 

 




